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京浜電気鉄道の沿革

京浜電気鉄道は，川崎電気鉄道と横浜電気鉄道の競願を統一して，明治31年2 月25日，

大師電気鉄道（資本金9 万8 ，000円）として設立されたものである。

当初は，川崎～大師間（2．5キロメートル）の軌道敷設が目的であったが，明治32 年1

月には，東京および横浜への延長線ならびに穴守線を計画し，同年4 月，京浜電気鉄道と

改称した。そして，明治37年5 月には川崎から品川まで，翌38年12月には仲木戸駅までの10

キロメートルを開通させた。大正9 年11月には海岸電気軌道を設立して，鶴見付近海岸

の開発を計画したが，のちにこれを鶴見臨港鉄道に譲渡した。大正2 年には穴守線（蒲田

～穴守間3 ．9キロメートル）を全通させたが，この間，明治34年8 月には電気供給業も兼

営（大正12年には群馬電力に譲渡）している。品川駅前への進出は大正14年3 月で，横浜

駅乗入れ線（0．5キロメートル）の完成は昭和5 年2 月であった。 乗合自動車業は昭和2

年8 月，川崎市内で始めている。

一方，京浜電気鉄道は，湘南地方の開発を 図 るた め，湘南電気鉄道の設立にも参画し

た。湘南電気鉄道（資本金1 ，200万円）は大正14年12月27日に設立され，昭和5 年4 月に

は黄金町～浦賀間，金沢八景～逗子間41 キロメートルの地方鉄道を開通させ，翌6 年12月

には日ノ出町～黄金町間を開通，京浜電気鉄道の横浜～日ノ出町間と直通させた。品川と

湘南方面の直通運転は，京浜電気鉄道の品川～横浜間の軌間が1．372メートル（4 フィー

ト6 インチ）に対して，湘南電気鉄道の軌間は1．435メートル（4 フィート8 インチ半）

であったため，昭和8 年，京浜電気鉄道の軌間を広げて開始されたものである。

2） 小田急電鉄への経営参加

東京横浜電鉄の京浜電気鉄道への経営参加の際には，当社系である東京高速鉄道による

同社株式の買収という手段がとられたが，小田急電鉄の場合は，きわめて友好的，平和的

に行なわれた。

経営参加の経緯

五島慶太が，昭和9 年に東京高速鉄道の発起人の1 人となり，同社設立のために奔走し

ていた際，小田原急行鉄道社長利光鶴松は，五島慶太の要請に応じて同社株式1 万株を引

受け，それがきっかけとなって東京近郊の他私鉄の協力が得られたのであった。

利光鶴松は，その後も根津嘉一郎とともに五島慶太を親身に応援した。京浜電気鉄道株
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式の買収の際は，病身をおして京浜電気鉄道会長望月軍四郎を訪問し，また大株主前山久

吉に対しても説得に努めたという。

その間の状況を『五島慶太伝』（三鬼陽之助著）は，次のように記している。

「さきの玉川電鉄といい，今度の京浜電鉄といい，いずれも大先輩たる利光鶴松，根津嘉一郎

らが彼のために親身の努力をしてくれた。ことに利光のごとき，床に臥していたにもかかわら

ず，彼を同道して青山六丁目の望月軍四郎の邸を訪問，京浜電鉄を五島に譲ってくれるよう説

いた。また前山久吉も同様，終日，利光が説得してくれた。その結果，利光は発熱し，約2 か

月も再び床につくとい う始末だった。利光は直接，望月を説得し，根津は戦後開発銀行総裁と

なった小林中を使って望月に京浜電鉄の買収を説得してくれた。その結果，高速鉄道の新橋～

虎の門間の工事はスムーズに進行することができたのである。

彼の今日あるはまったく利光，根津，この2 人が援助してくれた賜物で，彼は，これまで機

会ある毎に高野山奥の院にある根津の墓参をしており，また多摩墓地には，『利光鶴松之墓』

と彼が揮毫した石碑を建立した。」

こうした関係にあった利光鶴松から，昭和14年の某日，五島慶太は小林一三 とともに招

かれて，小田原急行鉄道の姉妹会社である帝都電鉄が計画していた山手急行電鉄の建設に

ついて相談を受けた。当時， 帝都電鉄は， 渋谷～吉祥寺間を全通させ（昭和9 年4 月），

引続いて，大井町～洲崎間の山手急行電鉄建設のため，用地買収を進めていた。

意見具申の結果，小林一三，五島慶太は利光鶴松から小田原急行鉄道の取締役に就任す

るよう依頼され，昭和14年10月7 日の臨時株主総会において，2 人は同社取締役に選任さ

れた。このことをもってしても，いかに利光鶴松が五島慶太の経営手腕を高く評価してい

たかをうかがい知ることができる。

小田原急行鉄道は，昭和14年4 月に発送電部門の国家管理のため日本発送電が設立され

たことにより，親会社である鬼怒

川水力電気の設備いっさいを日本

発送電に出資することとなった。

このため，鬼怒川水力電気の利益

によって6 パーセント配当を行な

っていた小田原急行鉄道は，同社

自体ではその6 パーセント配当も

おぼっかなくなってしまった。そ

れというのも，新宿～小田原間の

開業が昭和2 年4 月で，東京近郊
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利 光 鶴 松

の他私鉄に比べて遅れたため，沿線開発が進んでいなかった

からである。事実，小田原急行鉄道は昭和16年下期には益金

こそ228 万3 ，000円を計上したが，1 パーセント減配の5 パ

ーセント配当を余儀なくされた。

昭和16年3 月，鬼怒川水力電気は牛田原急行鉄道を合併し

て商号を小田急電鉄と改称した。その年の7 月，利光鶴松は

社長を退き，その甥である副社長利光学一が後任社長に就任

した。しかし，まもなく，五島慶太は利光鶴松から社長就任

を依頼され，利光学一からもぜひにという話があったので，

小林一三，篠原三千郎と相談のうえ，社長就任を承諾し，昭和16年9 月20日，取締役会の

互選により正式に牛田急電鉄の社長に就任した。

五島慶太が社長に就任した際の同社資本金は8 ，780万円，役員は次のとおりであった。

社長五島慶太 副社長池辺稲生 常務三浦貢 利光永松 川又貞次郎 取締役新井章治

藤江周輔 高野猶次 松尾光 松田虎之助 監査役鈴木忠治 浅野八郎 同須田宣

なお，『五島慶太伝』（三鬼陽之助著）は，五島慶太が小田急電鉄の社長に就任するま

での経緯について次のように記している。

「鬼怒川は日発に買収され，小田急電鉄は日発から株券を交付されたが，これに対しては6 分

の配当しかなかったので，小田急側はすこぶる経営困難となった。 そこで， 小田急は，4 ，5

年間，一切社員の給料を上げることもできず，今後は配当さえもできない状態となった。この

頃，小田急の社長は鶴松翁の甥利光学一であったが，一日，彼（五島慶太）は翁に喜多見の自

宅に呼び出されて行った。そして，2 階の20畳敷の応接間に通されしばらく待たされた間，翁

は夫人に手をひかれて梯子段を上ってきた。そして，『学一の手では小田急の経営はむつかし

いから君が引受けて小田急社長となってくれ』といわれた。

五島は，『まったく寝耳に水で吃驚した』と語っている。しかし，利光翁には京浜の買収で

非常に厄介になっている。それに，関心のない事業ではない。そこで『2 ，3 日考えて返事を

致しますから』といって帰った。その後，どこかの会合の席上であったが，甥の学一からもぜ

ひ引受けてやってくれという話を受けた。それで，彼は小林一三，篠原三千郎の2 人に相談の

上，再び本邸に利光翁を訪問したところ，今度は絨緞を敷いた応接間ではなく，1 階の日本座

敷に通された。そこで彼は，『折角のお話でありますから小田急の社長を引受けましょう。そ

して，時期がきたら東横電鉄に合併しましょう』と老夫人立会の下で答えた。すると，老夫人

は声をあげて泣き出され，『主人 もこれで安心して夜もよく寝られるし，健康も恢復するでし

ょう。こんな嬉しいことはない』と喜ばれた。彼はそのことを今でもハッキリ記憶している。

こういう次第で，小田急はまったく平和裡に彼の支配下に移ったのである。彼も『小田急に
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ついては株を買収して社長になったのではない』と語っている。かくして，彼は16年9 月，小

田急電鉄の社長となったのである。」

また『小田急二十五年史』は，五島慶太の同社社長就任前後の状況を次のように記して

いる。

「当時，国内の電気事業は，電力国有の線にそって当局と交渉中であった。鬼怒川水力電気も

もちろんこれの対象となり，出資の際の評価が会社の予期に反して過少であったため，小田急

にとってはまさに危急存亡の一大岐路に立つこととなった。就任わずかに3 か月余，利光学一

氏は社長の椅子を去って後事を五島慶太氏に託し，ここに小田急は3 代目の社長を迎えた。五

島社長は，鬼怒川水力電気出資の跡始末その他，会社の発展についていろいろと画策，努力さ

れた。」

小田原急行鉄道は経営の統一と合理化，経費の節約などのため，昭和15年5 月，帝都電

鉄を合併し，さらに鬼怒川水力電気に合併，小田急電鉄となるなど，自主統合が進められ

ていたが，五島慶太が同社社長就任後は，さらに一歩進めて，おおよそ東京横浜電鉄と歩

調を合わせ，将来当社との合併に備えて漸次各路線の整備強化を進めていった。

こうして五島慶太は，彼の念願であった近郊私鉄の自主統合を，昭和9 年の池上電気鉄

道から始まって玉川電気鉄道の合併，京浜電気鉄道・小田急電鉄両社への経営参加へと続

け，これらの基盤を背景に，のちの東京急行電鉄の成立へと発展させていったのである。

小田急電鉄の沿革

小田急電鉄は，大正12年5 月，小田原急行鉄道として設立された。社長には，鬼怒川水

力電気社長である利光鶴松が就任した。

これより前，すでに大正8 年1 月，利光鶴松ら東京高速鉄道設立発起人は，日比谷を起

小 田 急 電 鉄 発 展 図
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『小田急二十五年史』より作図

昭3 ．7．28設立

渋谷急行電気鉄道

昭3 ．9．24設立

山 手急行電鉄

小田原急行土地

昭5．11．26商号変更

昭6 ．2．1合併

東 京郊 外鉄道

昭8 ．1．19商号変更

帝 都 電 鉄

昭15 ．5，10合併

昭16 ．3．1合併商号変更

小 田 急 電 鉄

大15 ．9．1合併
大8 ．1．8出願 大12 ．5．1設立

東京 高速鉄道 小田原急行鉄道

大9 ．10．14設立

鬼 怒 川 興 業

明43 ．10．1設立

鬼怒川水力電気

大10 ．6．1合併
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点として渋谷，新宿，池袋，上野に至る鉄道敷設免許申請を行ない，このうち，大正9 年3

月，新宿から日比谷，万世橋を経て大塚に至る14．5キロメートルの免許を得ていた。し

かし，これは結局，資金難から具体化には至らなかった。その後，大正11年5 月，新宿～

小田原間82．8キロメートルが免許され，この鉄道敷設のため，新たに小田原急行鉄道が設

立されたのであった。資本金は1 ，350万円であった。

大正14年11月，小田原急行鉄道は小田原線の建設に着手し， わずか1 年半の工期で昭和2

年4 月に全線を開通させた。開業当初は単線であったが，同年10月，複線工事が完成し

た。江の島線27．3キロメートルについては昭和4 年4 月に開通させている。

この小田原線は，当時，流行歌にも歌われるなど，おおいに世間の注目を集めたが，開

業後の同社の業績は思わしくなく， とくに昭和5 年下期から昭和10年までの5 年間は無配

を続けていた。

小田原急行鉄道の乗合自動車業は，昭和13年5 月に南林間都市付近で開始されたが，他

の私鉄に比べてその時期は遅れていた。

一方，これより先，昭和3 年9 月に小田原急行鉄道の姉妹会社 として，同じく利光鶴松

を社長とする山手急行電鉄が設立された。同社は前記のように，東京市の外部を循環する

大井町～世田谷～滝ノ川～洲崎間の鉄道敷設免許を得ていた。また同年7 月には，菅沢重

雄を社長とする渋谷急行電気鉄道が設立された。同社は当初，城西電気鉄道名で渋谷～吉

祥寺間の鉄道敷設免許を申請し，昭和3 年1 月に免許されたところで，翌月，商号を渋谷

急行電気鉄道と改めた。 ところが，山手急行電鉄と渋谷急行電気鉄道の両社を，鬼怒川水

力電気の傍系として利光鶴松が一手に掌握することとなったため，両社を一体と考えるこ

ととし，まず，渋谷急行線を建設し，次いで山手急行線に着手することが決定された。ま

た，路線が環状と放射状の2 線となり，商号が旧来のままでは一方に偏しているとして，

昭和5 年11月，山手急行電鉄は商

号を東京郊外鉄道と変更し，次い

で翌6 年2 月，同社は渋谷急行電

気鉄道を合併した。

東京郊外鉄道は，昭和6 年6 月

に，渋谷～吉祥寺間の建設に着手

したところで，昭和7 年10月の大

東京市制実施にちなみ，8年1 月，

商号を帝都電鉄と改めた。そして

同年8 月に渋谷～井之頭公園間の
帝都線開通直後の吉祥寺駅
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営 業 を開 始 し た が， 同 社 の場 合 も小 田原 急 行 鉄 道 と同 様 に営 業 成 績 は悪 く， 短 い 期間 に2

度 に わ た っ て減 資 を行 なわ ね ば な ら な か っ たほ どで あ る。 渋 谷 ～ 吉 祥 寺 間 の 全 通 は 翌9 年4

月 で あ っ た。

昭 和15 年5 月 ， 小 田 原 急 行 鉄道 は陸 上 交 通 事 業 調整 法 の趣 旨に そ って， 社長 が同 じ利 光

鶴 松 で あ る こ と か ら帝 都電 鉄 を合 併 し た。 資 本 金 は4 ，280 万 円 と な っ た。 さ らに昭 和16 年3

月 ， 小 田 原 急 行 鉄 道 は 親 会 社 の立 場 にあ っ た 鬼怒 川 水 力電 気 に合 併 ， 鬼怒 川 水 力電 気 は

資 本 金8 ，780 万 円 と な り， 商 号 を小 田 急電 鉄 と変 更 し た。

昭 和16 年10 月 ， 小 田 急電 鉄 は電 力事 業 のす べ て を国 策 会社 で あ る 日本 発 送電 に譲 渡 し，

以後 ， 同 社 は 電 鉄事 業 の 経営 だ け に当 た る こ と と な っ た。

各 社 の 事 業 規 模 （昭和14年下期末）

会 社 名 代 表 者 おもな事業 資本金
営 業

キロ程
車 両 数 従業員 営業収入 純益金 配当率

東 京 横 浜 電鉄

社長

五島 慶太

鉄軌道業・自

動車業・電燈

電力供給業・

百貨店業・土

地 業 ・ 砂利

業・ゴルフコ

ース業

千円72
，500

㎞
（鉄道）60

．8

（軌道）18

．7

（自動車）225

．55

（鉄道）

客車142

貨車40

機関車1

（軌道）

客車57

貨車18

（自動車）428

人
4，802

千円13
，410

千円3
，060

％

10

京 浜 電 気 鉄道

会長

望月軍四郎

鉄軌道業・自

動車業・土地

業

15，000（鉄道）2

．5

（軌道）28

．7

（自動車）50

．6

客車76

貨車8

自動車100

1，357 3，615 862 9

湘 南 電 気 鉄道

会長

脇 道誉

鉄道業・自動

車業・船舶業

土地業

11，350（鉄道）36

．4

（自動車）125

．29

客車25

貨車2

自動車148

1，175 2，238 460 6．5

小田原急行鉄道

社長

利光 鶴松

鉄道業・自動

車業・土地業

砂利業

30，000（鉄道）110

．1

（自動車）8

．0

客車81

貨車128

電関4

自動車5

962 2，397 408 4．5

帝 都 電 鉄

社長

利光 鶴松

鉄道業・自動

車業，鉱業に

関する事業

10，280（鉄道）12

．8

自動車14

．0

客車29

貨車2

自動車3

324 437 － －
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